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地
引
網
は
江
戸
時
代
に
全
盛
を

誇
っ
た
漁
法
で
、
潮
流
の
あ
ま
り

速
く
な
い
砂
浜
地
帯
で
用
い
ら
れ

て
い
た
。
戦
後
、
底
引
き
網
漁
船

に
よ
る
沖
合
で
の
漁
獲
、
工
場
・

当
日
は
午
前
９
時
に
受
付
を
開

始
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
親
子
や
家
族
が
集
ま
る

と
、
10
時
に
開
会
式
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

な
が
ら
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
網

を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
地
引
網
体

験
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
や
り
方

や
注
意
事
項
を
説
明
し
、
い
よ
い

よ
地
引
網
体
験
が
始
ま
っ
た
。

当
日
の
地
引
網
漁
は
、
両
端
に

ロ
ー
プ
の
つ
い
た
網
を
あ
ら
か
じ

め
小
型
船
に
積
み
込
み
、
ロ
ー
プ

の
一
方
を
陸
側
に
渡
し
、
沖
合
に

半
円
を
描
く
よ
う
に
網
を
入
れ
た

後
、
も
う
一
方
の
ロ
ー
プ
を
陸
側

に
渡
し
て
、
網
を
均
等
に
保
ち
な

が
ら
、
子
ど
も
も
大
人
も
参
加
者

全
員
で
力
を
合
わ
せ
精
い
っ
ぱ
い

網
を
引
っ
張
っ
た
。

網
が
波
打
ち
際
ま
で
引
き
寄
せ

ら
れ
る
と
、
ダ
ツ
・
キ
ス
・
セ
イ

ゴ
・
ヒ
イ
ラ
ギ
・
コ
ノ
シ
ロ
・
ハ

ギ
・
ク
サ
フ
グ
・
カ
ニ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
海
の
生
き
物
が
網
に
掛

か
て
っ
お
り
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

歓
声
が
あ
が
っ
た
。

そ
の
後
は
、
網
に
掛
か
っ
た
魚

を
特
設
の
生
け
簀
（
プ
ー
ル
）
に

移
す
と
、
子
ど
も
た
ち
は
泳
ぐ
魚

に
興
味
を
示
し
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
観
察
し
た
。

観
察
中
に
は
、
魚
の
種
類
を
質

問
す
る
子
ど
も
や
魚
を
手
に
し
て

触
感
や
重
量
感
を
確
か
め
る
子
ど

も
も
い
た
。

２
回
の
地
引
網
体
験
を
終
え
、

閉
会
式
を
行
い
、
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
か
ら
は「
楽
し
かっ
た
」「
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
の
希
望
・
要

望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
希
望
す
る
参
加
者
に

は
魚
を
持
ち
帰
る
た
め
の
袋
が
渡

さ
れ
、
魚
を
持
ち
帰っ
た
。
ケ
ガ
人

が
出
る
こ
と
も
な
く
、
子
ど
も
た

ち
の
夏
休
み
の
思
い
出
に
残
る
地

引
網
体
験
は
無
事
終
了
し
た
。

港
湾
施
設
造
成
の
た
め
の
漁
場
埋

立
て
な
ど
で
、
魚
群
が
陸
岸
近
く

ま
で
来
遊
し
に
く
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
現
在
、
地
引
網
は
盛
ん
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。

本
組
合
を
代
表
し
、
髙
橋
健
二

中
央
執
行
員
が
「
気
候
が
変
わ
り

魚
の
種
類
も
変
わ
っ
て
い
る
の

で
、
十
分
に
気
を
付
け
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
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船
員
後
継
者
確
保・育
成
に
向
け
て
、昔
の
漁
法
を
学
ぶ

７
月
20
日
、
宮
城
県
石
巻
市
の
長
浜
海
岸
で
、
子
ど
も
た
ち
が
地
引
網
漁
を
体
験
し
、
浜
辺
で
の
一
日
を
楽
し
ん
だ
。
こ
れ
は
子
ど

も
た
ち
に
将
来
、
海
運
・
水
産
業
の
船
員
職
業
を
目
指
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
同
じ
志
を
持
つ
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ
石
巻
湾
支
所
、
石

巻
市
漁
業
協
同
組
合
、
株
式
会
社
山
根
漁
業
部
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
き
、
本
組
合
が
主
催
し
た
も
の
で
、
近
隣
の
小
学
生
と
保
護
者
な

ど
２
３
６
人
が
参
加
し
た
。
長
浜
海
岸
は
石
巻
湾
に
面
し
た
遠
浅
の
美
し
い
砂
浜
で
、
魚
市
場
や
市
街
地
に
も
程
近
く
、
海
水
浴
や
観

光
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。

地引網体験海に親しむ
子どもたち
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７
月
21
日
、
東
京
国
際
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
「
海
の
日
記
念
行
事
２
０

２
５
」
が
開
催
さ
れ
、
松
浦
満
晴

組
合
長
が
出
席
し
た
。「
海
の
日
」

は
、
１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）

に
明
治
天
皇
が
東
北
巡
幸
の
帰

り
道
に
、
青
森
か
ら
灯
台
巡
視
船

「
明
治
丸
」
に
乗
船
し
、
７
月
20
日

宮
皇
嗣
殿
下
は
「
海
へ
の
関
心
と

理
解
を
持
ち
続
け
、
次
の
世
代
を

担
う
人
た
ち
に
豊
か
な
海
を
引
き

継
い
で
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
」
と
あ
い
さ
つ

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
主
催
者
を
代

表
し
石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
か
ら

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
続
き
、

に
横
浜
港
に
無
事
に
到
着
さ
れ
た

こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、
１
９
９

６
年（
平
成
８
年
）に
国
民
の
祝
日

「
海
の
日
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、

今
年
が
30
回
目
の
節
目
と
な
る
。

開
会
式
で
は
、
は
じ
め
に
坂
井

学
内
閣
府
海
洋
政
策
担
当
大
臣
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
秋
篠

中
野
洋
昌
国
土
交
通
大
臣
、
尾
形

武
寿
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
協
賛
団
体
の
一
般
社

団
法
人
日
本
船
主
協
会
の
長
沢
仁

志
会
長
は
「
船
員
の
後
継
者
確
保

・
育
成
の
た
め
に
も
海
技
教
育
機

構
に
大
型
練
習
船
を
寄
贈
す
る
こ

と
の
検
討
を
始
め
た
。
２
０
３
０

年
の
就
航
を
目
指
す
」
と
発
表
し

た
。会

場
に
は
全
日
本
海
員
組
合
と

国
際
船
員
労
務
協
会
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｊ
―
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｗ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
や
っ
ぱ
り
海
が
好

き
」
の
ほ
か
、
日
本
郵
船
株
式
会

社
、
株
式
会
社
商
船
三
井
、
川
崎

汽
船
株
式
会
社
、
独
立
行
政
法
人

海
技
教
育
機
構
、
一
般
社
団
法
人

日
本
船
主
協
会
、
日
本
内
航
海
運

組
合
総
連
合
会
な
ど
が
展
示
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
船
員
の
仕
事
内
容

や
魅
力
を
発
信
し
た
ほ
か
、
グ
ッ

ズ
の
販
売
、
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

ー
や
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使
用
し
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
制
服
の
着

用
体
験
な
ど
を
行
っ
た
。

ま
た
、
岸
壁
で
は
自
動
車
運
搬

船
や
独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機

構
の
練
習
船
「
大
成
丸
」
の
船
内

見
学
会
が
実
施
さ
れ
た
。

海の日記念行事２０２５
東京国際ターミナル東京国際ターミナル東京国際ターミナル

ᆐ
ϋ
市
で
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式

◉
道
北
支
部
＝
発
信

７
月
29
日
、
稚
内
水
産
ビ
ル
で

令
和
７
年
「
海
の
日
」
海
事
関
係

功
労
者
等
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
ハ

ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の

木
村
泰
弘
船
長
が
国
土
交
通
大
臣

表
彰
、
同
じ
く
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ

ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
伊
川
英
希
船

長
と
木
村
茂
機
関
長
、
佐
藤
航
機

関
長
、
米
倉
水
産
株
式
会
社
の
村

上
満
甲
板
長
の
４
人
が
北
海
道
運

輸
局
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。
大
臣

表
彰
を
受
け
た
木
村
泰
弘
船
長
が

受
賞
者
を
代
表
し
「
先
輩
た
ち
か

ら
脈
々
と
受
け
継
い
で
き
た
海
技

を
後
輩
た
ち
に
も
確
実
に
つ
な
ぎ
、

こ
れ
か
ら
も
安
全
航
海
と
地
域
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。
関
係

者
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

ᤎ
ែ
市
で
海
事
関
係
功
労
者
等

表
彰
式

◉
道
東
支
部
＝
発
信

「
海
の
日
」
海
事
関
係
功
労
者

等
表
彰
式
が
７
月
23
日
に
開
催
さ

れ
、
来
賓
と
し
て
海
員
組
合
政
治

参
与
の
松
尾
和
仁
釧
路
市
議
会
議

員
（
副
議
長
）
が
釧
路
市
議
会
を

代
表
し
祝
辞
を
述
べ
た
。

近
年
、
釧
路
港
で
は
大
型
ク
ル

ー
ズ
客
船
の
寄
港
も
多
く
、
交
流

人
口
の
拡
大
や
観
光
振
興
な
ど
、

さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
へ
の
波
及

効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ൢ
˅
ක
市
で
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式

◉
気
仙
沼
支
部
＝
発
信

７
月
24
日
、
サ
ン
マ
リ
ン
気
仙

沼
ホ
テ
ル
観
洋
で
「
海
の
日
」
海

事
関
係
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
、
受
賞
者
と
家
族
、
関
係
者
が

出
席
し
た
。
式
典
終
了
後
、
受
賞

者
は
家
族
や
関
係
者
と
お
互
い
を

祝
い
合
い
帰
路
に
つ
い
た
。

▼
国
土
交
通
大
臣
表
彰
＝
東
日
本

船
舶
株
式
会
社
の
小
野
寺
晴
喜

さ
ん

▼
東
北
運
輸
局
長
表
彰
＝
気
仙
沼

か
な
え
漁
業
株
式
会
社
の
菅
原

伸一さ
ん
、
鈴
木
等
さ
ん
、
三
浦

和
明
さ
ん
、
加
藤
貴
大
さ
ん
、

鈴
木
和
雄
さ
ん
、
尾
形
功
さ
ん
、

鈴
木
福
三
郎
さ
ん
、
木
下
正
道

さ
ん
、
小
野
寺
仁
さ
ん
、
濱
幸

水
産
株
式
会
社
の
蔵
重
則
さ
ん
、

山
岡
孝
成
さ
ん

岩
手
県
宮
古
市

▼
国
土
交
通
大
臣
表
彰
＝
有
限
会

社
浜
田
漁
業
部
の
湊
光
文
さ
ん

ૼ
๽
市
で
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式

◉
新
潟
支
部
＝
発
信

７
月
22
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
で
、
海
事
関

係
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

栄
え
あ
る
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を

佐
渡
汽
船
株
式
会
社
の
髙
野
潤一

船
長
と
粟
島
汽
船
株
式
会
社
の
伊

藤
敏
明
船
長
が
受
賞
し
た
。
ま
た
、

北
陸
信
越
運
輸
局
長
表
彰
を
佐
渡

汽
船
株
式
会
社
の
４
人
の
組
合
員

が
受
賞
し
た
。

全国各地で海の日式典
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神
戸
市
で
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式

◉
関
西
地
方
支
部
＝
発
信

７
月
22
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

神
戸
で
、
神
戸
運
輸
監
理
部
、
近

畿
地
方
整
備
局
、
第
五
管
区
海
上

保
安
本
部
主
催
の
も
と
海
事
関
係

神
戸
運
輸
監
理
部
長
表
彰
の
マ
リ

ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
表
彰
に
、
勝
木

邦
仁
船
長
（
加
藤
汽
船
株
式
会

社
）
の
２
人
が
受
賞
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
浦
隆
幸
関
西
地

方
支
部
長
が
「
受
賞
さ
れ
た
皆
さ

ね
海
事
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
、
一
層
力
を
注
い
で
い
き
た

い
」
と
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
、
受
賞
者
を
た
た
え
る
会
場
の

拍
手
で
表
彰
式
典
を
終
了
し
た
。

名
古
屋
市
で
海
事
関
係
功
労
者

表
彰
式

◉
名
古
屋
支
部
＝
発
信

７
月
30
日
、
名
古
屋
市
公
会
堂

で
、「
海
の
日
」
海
事
関
係
功
労

者
表
彰
式
典
が
開
催
さ
れ
、
１
団

体
、
１
０
１
人
へ
の
海
事
功
労
者

が
表
彰
さ
れ
た
。
式
典
で
は
名
古

屋
汽
船
株
式
会
社
２
人
、
太
平
洋

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
６
人
、
名
鉄

海
上
観
光
船
株
式
会
社
１
人
の
計

９
人
が
栄
え
あ
る
中
部
運
輸
局
長

表
彰
を
授
与
さ
れ
た
。

来
賓
祝
辞
で
は
系
井
辰
夫
中
部

海
事
広
報
協
会
会
長
が
「
美
し
い

海
を
未
来
へ
伝
え
る
べ
く
、
海
事

産
業
全
体
の
活
性
化
と
海
に
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
く
海
事
思
想

普
及
に
、
持
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

▼
受
賞
者
＝
名
古
屋
汽
船
株
式
会

社
の
小
山
浩
二
さ
ん
、
小
新
剛

可
さ
ん
、
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
株

式
会
社
の
佐
藤
仁
さ
ん
、
宍
戸

智
洋
さ
ん
、
渥
美
勇
一
さ
ん
、

鈴
木
康
伸
さ
ん
、
水
野
泰
宏
さ

ん
、
横
田
奉
尚
さ
ん
、
名
鉄
海

上
観
光
船
株
式
会
社
の
奥
田
貞

夫
さ
ん

松
山
市
で
海
事
関
係
功
労
者
等

表
彰
式

◉
愛
媛
支
部
＝
発
信

７
月
22
日
と
23
日
、
松
山
市
の

ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
、
今
治
市
の
今

治
国
際
ホ
テ
ル
、
新
居
浜
市
の
リ

ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
新
居
浜
、

宇
和
島
市
の
パ
フ
ィ
オ
う
わ
じ
ま

の
県
内
４
会
場
で
、
海
の
日
海
事

関
係
功
労
者
等
表
彰
式
と
海
上
安

全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
国
土

交
通
大
臣
表
彰
で
は
優
良
船
員
と

し
て
、
石
崎
汽
船
株
式
会
社
の
阿

部
博
文
船
長
が
表
彰
さ
れ
、
四
国

功
労
者
の
表
彰
式
典
が
開
催
さ
れ

た
。組

合
員
の
受
賞
者
は
、
神
戸
運

輸
監
理
部
長
表
彰
の
優
良
船
員
表

彰
に
、
萩
尾
武
士
船
長
（
株
式
会

社
コ
ベ
ル
コ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）、

ま
に
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上

げ
、
日
本
の
海
事
産
業
を
支
え
て

い
た
だ
き
敬
意
を
表
し
ま
す
。
世

界
的
な
脱
炭
素
化
の
流
れ
を
受

け
、
燃
料
転
換
や
運
航
の
最
適
化

が
行
わ
れ
る
中
、
わ
が
国
で
は
船

員
の
高
齢
化
や
若
年
船
員
の
確
保

な
ど
の
構
造
的
な
問
題
、
安
全
運

航
の
継
続
や
技
術
の
継
承
な
ど
、

多
面
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況

の
中
で
も
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ

り
生
活
と
経
済
が
安
定
的
に
維
持

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
受
賞
さ
れ

ま
し
た
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
、
長

年
培
わ
れ
た
技
術
や
経
験
を
後
継

者
へ
伝
え
、
海
事
産
業
の
更
な
る

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
、

海
事
産
業
の
課
題
や
「
海
の
日
」

が
制
定
さ
れ
た
趣
旨
を
述
べ
た
。

最
後
に
受
賞
者
代
表
者
か
ら

「
本
日
は
表
彰
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
関
係
各
位
か
ら
の
ご
丁
重

な
る
お
祝
い
の
言
葉
に
、
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
栄
え
あ
る

表
彰
を
受
け
ま
し
た
こ
と
を
今
後

の
励
み
と
し
、
今
後
も
さ
ら
な

る
精
進
を
な
し
、
研
さ
ん
を
重

運
輸
局
長
表
彰
で
は
宇
和
島
運
輸

株
式
会
社
の
稲
倉
浩
章
船
長
、
藤

江
明
憲
事
務
員
が
表
彰
さ
れ
た
。

阿
部
博
文
船
長
は
「
国
土
交
通

大
臣
表
彰
の
受
賞
は
身
に
余
る
光

栄
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
栄

誉
を
深
く
心
に
刻
み
、
さ
ら
な
る

努
力
を
重
ね
、
今
後
一
層
の
業
界

の
発
展
と
後
輩
の
指
導
育
成
に
全

力
を
捧
げ
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

た
。

海
事
関
係
者
表
彰
式

◉
九
州
関
門
地
方
支
部
＝
発
信

北
九
州
市

７
月
23
日
、
プ
レ
ミ
ア
ホ
テ
ル

門
司
港
で
海
の
日
表
彰
式
典
が
開

催
さ
れ
た
。
式
典
で
は
松
本
順

一
九
州
関
門
地
方
支
部
長
が
「
船

員
の
労
働
環
境
の
改
善
や
福
祉
の

向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
関
係

各
位
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
。
海
の
日
は
海
の
恩
恵
へ
感
謝

し
、
海
洋
国
家
日
本
の
繁
栄
を
願

う
と
あ
る
が
、
近
年
で
は
、
日
本

に
お
い
て
自
然
災
害
が
各
地
域
で

頻
発
し
て
お
り
、
災
害
時
の
救
助

や
支
援
物
資
の
輸
送
お
よ
び
公
共

交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
な
ど
、

そ
こ
で
働
く
日
本
人
船
員
の
必
要

性
は
計
り
知
れ
な
い
。
表
彰
を
受

け
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
、
船
舶
の
安
全
航
行
と

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
」

と
祝
辞
を
述
べ
た
。

福
岡
市

７
月
22
日
、
福
岡
国
際
会
議
場

で
博
多
港
の
海
事
関
係
者
の
慰
霊

祭
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
海
の
日

式
典
と
博
多
港
の
振
興
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
海
事
功
労
者
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
九
州
郵
船
株
式
会
社

の
古
川
賀
津
彦
船
長
と
向
井
福
実

船
長
が
表
彰
さ
れ
た
。

宇
部
市

７
月
22
日
、
宇
部
市
の
中
津
瀬

神
社
で
海
上
安
全
祈
願
式
が
執

り
行
わ
れ
た
後
、
宇
部
市
役
所

で
、
海
の
日
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
た
。
式
典
に
出
席
し
た
松
本
順

一
九
州
関
門
地
方
支
部
長
は
「
海

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ま
に
お
祝
い

申
し
上
げ
る
。
船
員
は
家
族
と
離

れ
た
環
境
の
中
、
日
夜
安
全
運
航

に
努
め
て
お
り
、
災
害
時
の
援
助

・
物
資
輸
送
お
よ
び
公
共
交
通
機

関
と
し
て
の
役
割
な
ど
を
担
っ
て

い
る
。
船
舶
の
安
全
運
航
と
皆
さ

ま
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
」
と

祝
辞
を
述
べ
た
。

大
分
市

７
月
21
日
、
ト
キ
ハ
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
あ
け
の
ア
ク
ロ
ス
タ
ウ
ン

で
、
大
分
海
の
日
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
国
道
九
四
フ
ェ
リ
ー
株
式

会
社
の
姫
野
一
樹
船
長
と
古
代
昭

浩
船
長
、
森
長
成
人
甲
板
長
、
中

村
裕
政
陸
上
職
員
が
海
事
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

全国各地で海の日式典
関西 中・四国 九州関門

関西地方支部
神戸市神戸市神戸市

九州関門地方支部
大分市大分市大分市

愛媛支部
松山市松山市松山市

九州関門地方支部
宇部市宇部市宇部市

関西地方支部
神戸市神戸市神戸市

名古屋支部
名古屋市名古屋市名古屋市

名古屋支部
名古屋市名古屋市名古屋市

九州関門地方支部
北九州市北九州市北九州市

九州関門地方支部
福岡市福岡市福岡市
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以
西
底
引
き
網
漁
船
を
操
業
す

る
山
田
水
産
株
式
会
社
と
長
運
水

産
株
式
会
社
は
、
自
主
休
漁
期
の

７
月
に
、
操
業
海
域
の
海
底
資
源

各
船
団
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
ご

み
が
揚
げ
終
わ
る
と
、
本
格
的
な

操
業
開
始
に
向
け
た
仕
込
み
に
取

り
掛
か
る
。
こ
れ
か
ら
以
西
底
引

き
網
船
団
は
、
レ
ン
コ
ダ
イ
を
中

保
全
を
目
的
と
し
た
海
底
清
掃
を

実
施
し
て
い
る
。
操
業
海
域
で
回

収
さ
れ
る
海
底
の
ご
み
は
、
外
国

籍
船
が
遺
棄
し
た
も
の
と
み
ら
れ

る
ワ
イ
ヤ
ー
や
ロ
ー
プ
が
多
く
、

心
と
し
た
以
西
の
魚
を
私
た
ち
の

食
卓
に
提
供
す
る
べ
く
、
年
末
ま

で
短
期
間
の
操
業
と
航
海
を
く
り

繰
り
返
す
。

大
๤
ᅌ
ᫍ
ᅛ
␞ཋ
૏
ᑔ
Ճ
ঀ
ᩙ
ᅛ

さ
わ
や
か
な
青
空
の
も
と
、
７

月
17
日
に
長
崎
市
の
高
台
に
鎮
座

す
る
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
で
、
長

崎
港
「
海
の
日
」
航
海
安
全
お
よ

び
大
漁
祈
願
祭
・
物
故
船
員
慰
霊

祭
が
開
催
さ
れ
、
執
行
部
を
含
む

長
崎
県
内
の
水
産
・
海
事
関
係
者

11
人
が
参
加
し
た
。
諏
訪
神
社
で

奉
ら
れ
て
い
る
諏
訪
大
明
神
は
、

漁
業
や
航
海
安
全
の
神
と
し
て
全

国
に
社
が
存
在
し
、
長
崎
市
の
社

は
総
氏
神
様
と
し
て
広
く
市
民
か

ら
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

祈
願
祭
は
宮
司
に
よ
る
祈
祷
か

ら
始
ま
り
、
巫
女
の
神
楽
が
奉
納

さ
れ
、
参
列
者
が
玉
串
を
奉
奠

し
、
航
海
の
安
全
と
大
漁
、
海
運

・
水
産
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
願
し
た
。
続
い
て
物
故
船
員
慰

霊
祭
を
行
い
、
沖
で
亡
く
な
っ
た

仲
間
た
ち
の
冥
福
を
祈
り
、
海
難

事
故
の
撲
滅
を
誓
っ
た
。

長崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事底引き網漁船で
海底をクリーンに／

大漁祈願祭

海の日関連行事海の日関連行事海の日関連行事

九州関門
地方支部
管内
＝発信

全国発信記事全国発信記事

海の日クリーンアップ

九
州
関
ᧉ
ע
૾
ૅ
部
⎡
Ӳ
ע
ғ
で

７
月
１
日
、
北
九
州
市
の
和
布

刈
公
園
内
に
あ
る
明
石
与
次
兵
衛

の
石
塔
周
辺
で
、
全
日
本
海
員
組

合
九
州
関
門
地
方
支
部
主
催
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
実
施
し
、

職
場
委
員
、
現
場
組
合
員
の
協
力

の
も
と
総
勢
12
人
が
参
加
し
た
。

７
月
７
日
は
博
多
ふ
頭
で
、
福

岡
海
の
日
協
賛
会
主
催
の
「
海
の

日
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」
を
実

施
し
、
福
岡
海
寿
会
な
ら
び
に
九

州
郵
船
組
合
員
、
関
係
諸
団
体
を

含
め
総
勢
24
人
が
参
加
し
、
サ
ン

セ
ッ
ト
パ
ー
ク
か
ら
ぴ
あ
ト
ピ
ア

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
周
辺
の
清
掃
を
行

っ
た
。

７
月
８
日
は
、
大
分
市
田
ノ
浦

ビ
ー
チ
で
、
大
分
海
の
日
協
賛
会

主
催
の
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
実
施
し
、
大

分
海
友
婦
人
会
な
ら
び
に
関
係
諸

団
体
を
含
め
総
勢
14
人
が
参
加
し

海
浜
清
掃
を
行
っ
た
。

「
海
の
日
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

ඌ
ጃ
で
海
ා
⏖
␑
␟
␚

７
月
23
日
、
那
覇
市
旭
ケ
丘
公

園
で
、
沖
縄
支
部
職
員
と
現
場
組

合
員
、
船
員
Ｏ
Ｂ
で
清
掃
活
動
と

草
刈
り
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
沖
縄
支
部
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

活
動
は
、
瀬
長
島
の
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ン
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
は

戦
後
80
年
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と

で
、
交
流
の
あ
る
対
馬
丸
記
念
館

周
辺
と
戦
没
船
関
連
の
記
念
碑
周

辺
の
清
掃
活
動
す
る
こ
と
を
企
画

し
実
施
し
た
。

当
日
は
、
時
お
り
雨
が
降
る
中

で
は
あ
っ
た
が
、
直
射
日
光
が
少

な
く
、
作
業
す
る
に
は
比
較
的
ベ

ス
ト
な
環
境
で
あ
っ
た
。
参
加
者

は
、
沖
縄
支
部
職
員
４
人
、
現
場

組
合
員
８
人
、
船
員
Ｏ
Ｂ
３
人
が

参
加
し
、
約
１
時
間
の
清
掃
活
動

を
行
っ
た
。

大分で海浜清掃大分で海浜清掃大分で海浜清掃

海底のごみを陸揚げ海底のごみを陸揚げ海底のごみを陸揚げ

福岡で海浜清掃福岡で海浜清掃福岡で海浜清掃

北九州で海浜清掃北九州で海浜清掃北九州で海浜清掃

沖縄で海浜清掃沖縄で海浜清掃沖縄で海浜清掃

慰霊祭慰霊祭慰霊祭
鎮西大社・諏訪神社鎮西大社・諏訪神社鎮西大社・諏訪神社




